
饉錢轄観畿轄絶驀4輩轟幹轟ッ勢ぴ鳳紳
安全のため、必ず事前にチェックし、正しく取扱いましょう!

I 露店等の開設場所

1 消火栓や防火水槽の障害となつていないか。

2 避難経路を確保する。

I防 火管理

消火器を準備する。(住宅用消火器、エアプール式簡易消火器具は不可 )

(ABC4型以上の消火器で、変形や錆等がないもの。)

2 緊急時に備えて、初期消火・避難誘導などの役割分担日連絡体制を決めておく。

Ⅲ 危1険物 (ガソリン等)容器の河只i及い

1 金属製容器で貯蔵し、蓋はしつかりと締める。
2 直射 日光・高温となる場所を避け、風通しの良い場所で保管する。

3 容器の蓋を開ける前には、エア調整ネジを緩め内圧を抜く。
4 貯蔵日取扱っている周辺で、火気や火花を発する機械器具等を使用しない。

Vガスこんる.等の取扱い

1 使用中は、その場を離れない。

2 不燃性の台上で使用する。

3 こんろの上方可m以内、周囲15cm以 内に可燃物を置かない。
4 振動や衝撃に容易に転倒、又は落下するおそれのないよう据え付ける。

5 始業前及び終了時には点検を実施する。

Vプ ロパンガスの取扱い

1 ボンベは火気から離れた直射日光の当たらない場所に置く。
2 ボンベは平坦な場所に置き、転倒しないよう固定する。
3 ゴム製ホースのひび割れ、劣化したものを使用しない。

4 ゴム製ホースの接続部分はホースバンドで確実に締めつける。
5 使用しないガス栓には、専用ゴムキャップを付けておく。

6 使用後は、器具栓と元栓を閉める。

Ⅵ 発電機の取扱い

1 燃料漏れ等の異常はないか。
2 燃料を補給するときは、必ずエンジンを止め人がいない安全な場所で行う。
3 火気から離れた、避難の支障とならない場所で使用する。

Ⅶ その他

1 ガソリン容器日こんろ口発電機等の取扱説明書の安全事項を遵守する。
2 くわえタバコで給油をしない。

ガソリンは気温が-40℃
でも気化し小さな火源でも

引火し爆発的に燃焼する

物質です 漂翠響絡縄がプ彰ンを点熟る轟盈籟蓼緒細勉繰善す キャップ
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麓饉穀籍辞嬢巖籍盈蓼鰯籐籍ゆ攘錮簑蕪 愁 可茂消防事務組合
祭礼、縁日、花火大会、展示会その他の多数の者の集合する催しロイベントなど各種行事において、火災が発生すヽ

ると甚大な被害となることがあります。火災の発生を未然に防ぐため | も、イベント等の関係者の皆様には次の事項 i

に注意していただき、多数の方々が安心してイベント等に参加できるよう安全対策の徹底をお願いします。

後方 15cm

屋台

接続部分をホース

バンドで固定

/

消火器の設置

(ABC4型 以上 )

(家庭用・エア

ゾール式は不可 )

LPGボンベは直射日光や

火気の近くを避け通風の

良い場所に設置

転倒防止をする

火気等から離れ、直射日光日

高温となる場所を避けて保管

燃料機総すま、入鈴とヽなとヽ安安

な誘で撤ンジンを歳めてか碁

火気から離して避難の支

障とならない場所に設置

こんろ1よ不燃性の台上で

使用すること

火気周辺には、可燃物を置かない

上方lm

側方 1

ヽ

I 露店等の開設場所は、

次のことに注意しましょう !

>,肖火栓・防火水槽の障害となっていないか。
>避 難経路を確保する。

Ⅱ 防火管理について
>,肖火器を準備する。(変形や錆等がないもの)

住宅用消火器ロエアゾール式簡易消火器具不可
>緊 急時に備えて、初期消火・避難誘導などの

役割分担日連絡体制を決めておく。

Ⅲ 危険物 (ガソリン等)容器を取扱う場合には、

次のことに注意しましょう !

>金 属製容器で貯蔵し、蓋はしっかりと締める。
>直 射日光・高温となる場所を避け、風通しの良い

場所で保管する。
>>容器の蓋を開ける前には、エア調整ネジを緩め

内圧を抜く。
>貯 蔵B取扱つている周辺で、火気や火花を発す

る機械器具等を使用しない。

Ⅳ ガスこんろ等を使用する場合には、

次のことに注意しましょう !

>使 用中は、その場を離れない。
>不 燃性の台上で使用する。
>こんろの上方lm以内、周囲15cm以内に可燃

物を置かない。
>振 動や衝撃に容易に転倒、又は落下するおそれ

のないよう据え付ける。
>始 業前及び終了時には点検を実施する。

Vプロパンガスを使用する場合には、
次のことに注意しましょう!

>ボ ンベは火気から離れた直射日光の当たらない

場所に置く。
>ボ ンベは平坦な場所に置き、転倒しないよう固定

する。
>ゴム製ホースのひび割れ、劣化したものを使用し

ない。
>ゴム製ホースの接続部分はホースバンドで確実

に締めつける。
>使 用しないガス栓には、専用ゴムキャップを付け

ておく。
>使 用後は、器具栓と元栓を閉める。

Ⅵ 発電機を使用する場合には、

次のことに注意しましょう !

>燃料漏れ等の異常はないか。
>燃 料を補給するときは、必ずエンジンを止め、人の

いない安全な場所で行う。
>火 気から離れた、避難の支障とならない場所で使

用する。

Ⅶ その他の注意事項について
>ガソリン容器日こんろ日発電機等の取扱説明書の

安全事項を遵守する。
>くわえタバコで給油をしない。




